
寄附講義「会社研究」令和６年度 第１４回目 

   令和６年７月１０日(水) １３時１０分 

   講師 大分市市民部長 中園 美佐 氏 

テーマ：「働く女性へのメッセージ～行政を目指す学生の為に」 

 本年度第１４回目の寄附講座は、昭和６２年３月に卒業後、大分市

役所に入所、現在は大分市市民部長の中園美佐氏による「働く女性へ

のメッセージ～行政を目指す学生の為に」という講義となりました。

所属は鈴木ゼミでした。サークルは書道部でした。卒論は「男女雇用

機会均等法」でした。弟さんも経済学部出身で同じく大分市役所に勤

められており現在総務部次長です。 

 先ず、自己紹介をしていただきました。中学校から大学まで大分に

住んでいたこと及び女性でも長く働ける職場として大分市役所に採

用され大分東部公民館を皮切りに様々な部署を経験して商工労働観

光部次長を経て現職に至った。 

 市役所の職員は公務員全体の８割を占める地方公務員として最前

線で働いているので達成感を感じ易い。 

 大分市役所の仕事として市民生活に密着した幅広い行政サービス

を提供している。 

①  窓口職場で市民に丁寧な対応を求められる。 

②  市報・マスコミ広告・各種 SNSによる情報発信を行ってい

る。 

③  市民や学識有識者等のご意見を踏まえながら最上位計画であ



る「まちづくりの総合計画」を策定している。 

職場としては市役所本庁舎始め市内８地区に市民（行政）センタ

ーがある。 

大分市の目指す人財像は情熱あふれ市民に信頼される職員 

採用試験は３種、夏秋２回実施 

初任給や休日等の福利厚生及び令和５年度・令和６年度の採用

状況について解説して頂きました、特に令和６年度採用事務職員

４４名の内１１名が経済学部出身 

令和６年６月３０日現在の大分市の人口は４７３，２６５名 

 大分市の生産年齢人口（１５歳～６４歳）が急激に減ってきて

いることから少子高齢化が進んでいるので少子化対策が最優先 

 足立市長の「ひとが真ん中。」というスローガンを紹介して頂

きました。 

 安全・安心な医療・防災体制の一環として新たに大分市荷揚複

合公共施設を本年４月から供用開始、今秋には大分県全体の１１

９番通報の受付・消防指令業務を全県下の消防本部と共同で運用

開始予定 

 大分市は製造品出荷額等が九州１位 

 福岡・大分ディスティネーションキャンペーンや今秋の全国豊

かな海づくり大会の一環として工場夜景クルーズの実証実験を実

施した。 

 大分市の特色や若者の持つ活力を生かした魅力ある地域づくり



の一環として 

・道の駅「たのうらら」のオープン 

・インターハイの開催 

・稙田支所職員による「ななせの火群まつり」や１００周年記念

「本場鶴崎踊り大会」等地域のお祭りへの支援のご説明 

・新たな花火大会への支援 

・アーバンスポーツフェス開催事業 

・若者の活躍推進事業「大分市若者活躍推進プラン」 

等を紹介して頂きました。 

 「大分市の若者活躍推進プラン」は大分市の未来を担う若者の

活躍を後押しする為の取組を総合的かつ計画的に推進 

 若手起業家育成施設・起業セミナー・学生ビジネスプランコン

テストの開催等を紹介して頂きました。 

 最後に四極会大分市役所支部の紹介をしていただきました。 

 

以上 


